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建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
川
尚
一

平
成
26
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

被
災
農
業
者
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
今
回
の
雪
害
に
よ
り
全
体

で
76
件
、
142
棟
の
被
害
で
、
助

成
す
る
39
件
63
棟
に
つ
い
て
は

今
後
復
旧
さ
れ
る
が
、
残
り
は

農
業
を
や
ら
な
い
の
か
。

答　

弁　　
基
本
的
に
農
業
に
つ

い
て
は
や
ら
な
い
と
い
う
方
向

で
、農
協
等
を
通
し
調
査
し
た
。

質　

疑　

既
に
再
建
し
再
開
さ

れ
て
い
る
方
へ
の
対
応
は
。

答　

弁　

既
に
取
り
壊
し
た
も

の
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
既
に
建
て
て
い

る
も
の
も
、
県
と
の
協
議
で
、

再
開
に
向
け
て
必
要
な
も
の
と

考
え
対
応
す
る
。

質　

疑　

園
芸
産
地
復
興
支
援

対
策
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

園
芸
作
物
だ
け
で
対
象
団
体
が

フ
ァ
ー
ム
蛯
沢
と
な
っ
た
の
か
。

答　

弁　

対
象
作
物
と
し
て
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、ト
マ
ト
、キ
ュ

ウ
リ
、
ニ
ホ
ン
ナ
シ
、
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
、
リ
ン
ド
ウ
、
ニ
ラ

等
々
の
補
助
対
象
メ
ニ
ュ
ー
に

な
る
。
各
団
体
に
広
報
し
、
小

高
区
の
中
で
震
災
前
ま
で
園
芸

を
し
て
い
た
方
々
に
広
報
し

て
、１
件
だ
け
の
申
請
だ
っ
た
。

質　

疑　

漁
港
施
設
管
理
運
営

事
業
に
つ
い
て
、
現
在
繋
留
し

て
い
る
船
と
、
将
来
の
相
馬
双

葉
漁
協
の
船
は
何
隻
か
。

答　

弁　

真
野
川
漁
港
に
停
泊

し
て
い
る
漁
船
は
28
隻
で
、
内

訳
は
、
鹿
島
10
隻
、
小
高
９
隻
、

浪
江
９
隻
で
あ
る
。
小
高
と
浪

江
に
つ
い
て
は
、
浪
江
の
請
戸

漁
港
が
で
き
れ
ば
戻
る
よ
う
に

な
る
が
、
鹿
島
だ
け
で
将
来
的

に
は
30
隻
ま
で
回
復
し
て
い
き

た
い
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

質　

疑　

農
業
系
汚
染
廃
棄
物

仮
置
事
業
の
管
理
は
。

答　

弁　

40
、
50
㎝
ほ
ど
表
土

を
剥
い
で
窪
み
を
つ
け
、
そ
の

上
に
厚
さ
１
㎜
の
遮
水
シ
ー
ト

を
敷
き
、
そ
の
上
に
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
に
詰
め
た
堆
肥
、
も
し

く
は
ば
ら
積
を
置
き
、
そ
の
上

か
ら
厚
さ
0.5
㎜
の
被
覆
シ
ー
ト

で
覆
っ
て
飛
散
を
防
止
し
て
保

管
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

質　

疑　

最
終
的
に
は
蕨
平
の

仮
設
焼
却
炉
に
搬
入
し
て
処
分

す
る
が
、進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

蕨
平
の
仮
設
焼
却
炉

は
、
平
成
26
年
度
に
実
施
設
計

や
造
成
工
事
、
建
設
工
事
を
環

境
省
が
行
い
、
平
成
27
年
度
末

を
目
途
に
運
転
を
目
指
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
と
来
年

の
２
年
ほ
ど
か
か
る
と
思
わ

れ
、
そ
の
間
は
現
地
保
管
で
対

応
し
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
利

活
用
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
た

め
の
内
外
装
デ
ザ
イ
ン
変
更
及

び
資
材
単
価
云
々
と
あ
る
が
、

内
外
装
デ
ザ
イ
ン
変
更
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

相
馬
野
馬
追
い
の
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
風
で
モ

ダ
ン
な
建
物
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
、
屋
根
も
瓦
に
見
え
る
よ

う
な
も
の
、
外
観
は
ガ
ラ
ス
を

多
く
し
て
モ
ダ
ン
に
、
内
装
は

木
質
の
装
飾
に
よ
り
、
ぬ
く
も

り
を
感
じ
さ
せ
、
床
は
タ
イ
ル

張
り
に
す
る
こ
と
で
質
感
を
高

め
る
設
計
を
行
っ
た
。

質　

疑　

売
上
目
標
の
試
算
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
年
間
売

上
高
で
、
年
間
利
用
者
数
が

53
万
人
で
利
用
率
が
０
・
333
掛

け
る
客
単
価
が
１
千
10
円
で
、

１
億
７
千
825
万
円
と
な
る
。
こ

の
年
間
利
用
者
数
の
53
万
人
の

根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

常
磐
自
動
車
道
の
予

想
さ
れ
る
１
日
当
た
り
の
通
過

台
数
が
８
千
500
台
と
い
う
こ
と

で
、
乗
用
車
が
５
千
100
台
、
貨

物
が
３
千
187
台
、
バ
ス
が
213

台
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
立
ち
寄
り
率
を
掛

け
、
１
日
当
た
り
の
立
ち
寄
り

台
数
が
１
千
883
台
と
な
り
、
こ

れ
に
乗
車
人
数
を
想
定
し
、
そ

れ
を
基
に
ピ
ー
ク
時
の
入
込
者

数
を
計
算
し
て
４
千
788
人
と
な

る
。
こ
れ
を
年
間
に
直
す
と
利

用
者
が
38
万
人
。
さ
ら
に
一
般

道
か
ら
の
利
用
台
数
が
平
日
は

４
千
289
台
、
休
日
は
３
千
71
台

の
交
通
量
を
見
込
み
、
立
ち
寄

り
率
等
計
算
し
て
一
般
道
で

15
万
人
で
、
計
53
万
人
と
い
う

年
間
利
用
者
数
に
な
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
水
産
業
共
同
利
用
施

設
設
置
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

指
定
管
理
に
つ
い
て

は
公
募
と
い
う
こ
と
だ
が
、
特

殊
な
施
設
で
あ
り
ど
う
い
う
方

が
参
入
し
て
く
る
の
か
。

答　

弁　

公
募
要
綱
等
を
作
成

中
だ
が
、
今
回
の
共
同
利
用
施

設
の
一
部
で
あ
る
漁
船
修
繕
施

設
に
つ
い
て
は
ウ
イ
ン
チ
操
作

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

今
後
、
施
設
が
増
え
て
い
く
と

こ
ろ
も
視
野
に
入
れ
、
整
備
さ

れ
る
荷
さ
ば
き
施
設
、
営
業
が

で
き
る
施
設
、
そ
れ
か
ら
漁
船

の
作
業
場
、
荷
物
の
保
管
施
設

と
い
っ
た
も
の
を
一
元
的
管
理

で
き
る
者
と
い
う
こ
と
を
盛
り

込
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査

真野川漁港の漁船修繕施設（鹿島区）
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一
般
質
問

特
別
記
念
樹
等
へ
指
定
す

る
な
ど
で
保
存
し
、
復
興

の
象
徴
と
し
て
全
国
に
発

信
す
る
考
え
を
伺
う
。

答　

周
辺
海
岸
の
防
災
林

を
整
備
す
る
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
保
存
策
に
つ
い

て
協
議
し
、
情
報
発
信
に

も
務
め
る
。

問　

原
発
災
害
で
は
市
民

は
大
変
な
苦
労
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
本
市
で
暮
ら

す
に
は
放
射
能
に
対
し
て

正
し
い
知
識
が
必
要
で
あ

り
、
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

放
射
線
と
健
康
講
演

会
を
開
催
し
、
正
し
い
知

問　

震
災
や
原
発
事
故
の

記
憶
を
後
の
世
に
伝
え
る

た
め
に
、
語
り
部
の
活
動

を
充
実
さ
せ
る
支
援
に
つ

い
て
認
識
を
伺
う
。

答　

小
高
区
で
は
高
校
生

に
よ
る
語
り
部
が
あ
る

が
、
本
市
全
体
的
な
育
成

に
努
め
る
。

問　

大
震
災
の
記
録
や
教

訓
を
伝
承
す
る
た
め
、
復

興
記
念
館
整
備
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

震
災
記
録
な
ど
の
伝

承
施
設
に
つ
い
て
は
、
震
災

復
興
記
念
公
園
誘
致
を
含

め
検
討
し
、
国
が
残
す
べ

き
も
の
と
し
て
要
望
す
る
。

問　

か
し
ま
の
一
本
松
を

識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

き
、
健
康
へ
の
不
安
解
消

に
努
め
る
。

問　

一
部
損
壊
家
屋
も
無

償
解
体
を
実
施
し
再
建
を

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。
更

に
無
償
解
体
の
受
付
再
開

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

環
境
保
全
上
解
体
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
一
部
損
壊
家
屋
で

も
実
施
し
て
い
る
。
又
、

受
付
再
開
の
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
。

質問を終えて

　震災と原発災害に
対する風評払拭や風
化防止には、積極的
な情報発信が必要。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

み
ち
の
く
鹿
島
球
場
周

辺
整
備
は

❷ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充

策
は

❸ 

空
き
家
及
び
市
有
地
の

利
活
用
は

帰
還
促
進
策
に
つ
い
て

「鹿島の一本松」を保存し、
全国に発信

一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答

再開が待たれる小高駅

す
る
。
28
年
４
月
の
解
除

目
標
に
向
け
１
件
で
も
多

く
の
店
舗
再
開
に
努
め

る
。

問　

Ｊ
Ｒ
原
ノ
町
駅
〜
小

高
駅
間
の
再
開
見
通
し
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で

は
「
本
市
か
ら
の
安
全
宣

言
を
も
っ
て
判
断
す
る
」

と
し
て
い
る
が
、
本
市
に

お
け
る
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

運
行
再
開
は
、
本
市

の
復
興
加
速
化
お
よ
び
帰

還
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も

早
期
の
運
行
再
開
を
要
望

し
て
い
く
。

問　

Ｊ
Ｒ
の
復
旧
工
事
に

８
ヶ
月
を
要
す
る
が
、
今

後
の
再
開
目
標
要
望
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

答　

８
か
月
の
工
事
期
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
も
、

来
年
４
月
の
再
開
に
向
け

努
力
し
て
い
く
。

問　

相
馬
野
馬
追
開
催
時

か
ら
の
、
20
㎞
圏
内
「
長

期
特
例
宿
泊
」
を
実
施
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答　
「
長
期
特
例
宿
泊
」

は
８
月
か
ら
の
実
施
に
向

け
、
国
・
復
興
庁
と
協
議

を
し
て
お
り
、
野
馬
追
期

間
に
つ
い
て
は
別
個
に
実

施
で
き
る
よ
う
協
議
を
進

め
て
い
る
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
や
郵
便
、

宅
急
便
な
ど
直
接
生
活
に

関
わ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

現
状
と
見
通
し
を
伺
う
。

答　

郵
便
は
配
達
可
能
、

宅
急
便
つ
い
て
は
、
解
除

後
は
全
て
の
宅
配
業
者
が

配
達
可
能
見
通
し
と
な

る
。
食
品
店
舗
等
に
つ
い

て
は
商
業
施
設
再
開
に
向

け
、
継
続
的
に
事
業
者
と

の
話
し
合
い
を
進
め
る
。

問　

助
成
金
制
度
へ
手
を

挙
げ
る
人
が
少
な
い
が
、

早
急
な
対
応
策
は
。

答　

再
開
し
や
す
い
奨
励

金
制
度
の
見
直
し
を
検
討

質問を終えて
　帰還に対する思いは同
じでも、それぞれの状況
の相違により、その判断
は分かれる。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

復
興
総
合
計
画
の
基
本

的
考
え
は

❷ 

地
域
防
災
計
画
の
基
本

的
考
え
は

❸ 

原
町
火
力
石
炭
灰
の
有

効
活
用
を

ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
す

ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
す

対
策
を

対
策
を

長
期
特
例
宿
泊
と

長
期
特
例
宿
泊
と

Ｊ
Ｒ
再
開
時
期
は

Ｊ
Ｒ
再
開
時
期
は

細
田 　

廣 

議
員

奥
村 

健
郎 

議
員


